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・学校がある日
・学校が休みの日
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健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

・季節の行事（節分・お花見・夏祭り・ハロウィン・クリスマス、季節の野菜栽培・収穫・調理等）
・長期休暇等に一般企業や公共施設での活動体験
・季節の制作（壁面等）
・公園、公共施設利用など施設外活動

（別添資料１）

家族支援

・利用時の児童の状況報告
・児童の発達や支援内容に関する相談や助言
・家庭生活（子育て・兄弟間）に関する相談・助言
・制度に関する相談・助言

移行支援

・卒業後の進学や事業所変更に向け関係機関との連携や情報共有。
・児童の状況、能力に応じて事業所以外で過ごすための支援（お留守番の
練習、友達と過ごす、習い事、部活動等）

地域支援・地域連携

・相談支援事業所や関係機関との連携
・学校や併用利用先との情報共有と連携

職員の質の向上

・関連事業所内での年間スケジュールに沿った研修参加（新人研修、ペア
レントトレーニング研修、ハラスメント研修等）
・事業所外（連絡協議会、社会福祉協議会等）の研修への参加、フィード
バック

支　援　内　容

・健康状態の維持・改善、バイタルチェック（利用時の検温・心身の状態把握・衣服の調整・水分補給等）
・生活習慣や生活リズムの形成・基本的生活スキルの獲得（食事・睡眠・整容・排泄・着脱・片付け・個別面談等）
・食育（野菜の栽培、収穫・調理・おやつ作り）

・微細運動：色んな療育を通して指先の巧緻性を高める（持つ・握る・掴む・引っ張る・描く・摘まむ・捻る・はめる・通す・切る等）基本的技能の向上
・粗大運動:姿勢と運動・動作の基本的技能の向上（バランスボール・バランスブロック・大縄跳び等）、ラジオ体操
・保有する感覚の活用（キャッチボール・ストラックアウト・ボーリング等）
・感覚の特性への対応（特性に応じた感覚の導入、触覚・固有覚・前庭覚を意識した運動や制作）

本
人
支
援

・構造化を意識した施設内のレイアウト・掲示物・支援、見通しをもって活動への参加が出来るよう個人のスケジュール表を準備（視覚化）
・時間概念（タイマーを使用し時間を意識する能力の向上）と感情概念（気持ちの切り替え＜クールダウン＞時にタイマーや時計の活用）
・プリントを活用した、比較・分類・位置・数・四則計算・図形・時計等に関する学習支援やお金の理解と買い物実戦練習
・危険認知トレーニング（プリント、カード、映像を用いた学習）、警察官・消防士の方から防災についての講師を依頼。また、野外活動時、実際に公道や交通機関を職員と一緒に移動
し、交通ルール・危険個所・利用方法の確認を行う。
・季節の変化への興味など感性形成のための外出や工作、イベント

・挨拶や場面に応じた言葉遣い、人とのコミュニケーション能力の獲得と向上、読み・書きの学習支援
・コミュニケーション手段の向上（SST・ロールプレイ）
・集団活動や遊び等を通して自身の気持ちの表出・受容の練習

・小集団での遊び（カードゲーム・ボードゲーム）や集団でのボール遊びや鬼ごっこ等のゲームを通じて、人との関わり方やルール・マナー理解のサポート。
・ペア活動やチーム活動、外出体験での社会的ルールの理解促進
・地域交流の場を設ける（大学生＜ダンスサークル＞や地元飲食店＜珈琲専門＞、美容師の方に活動の講師を依頼）
・自己理解と他者理解への支援（SST・個別療育・社会体験等）、感情コントロール

支援方針 ・生活の基礎となる健康な身体作りと基本的な生活習慣の確立を基盤とし、 個別療育や集団療育の時間を通じて、個々の児童の可能性を引き出していく支援を目指します。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念 ・わたしたちは、高い専門性と思いやりの心をもって利用者にサービスを提供することにより、会社・社員共々地域に貢献します。

事業所名 放課後等デイサービス　ぐろーあっぷ都城 作成日支援プログラム（参考様式）


